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　急性期病棟では、生命の危機に直面している患者さまや、治療しなければ生命維持に
関わるような重症疾患、手術を必要とする患者さまが多いです。
　仕事内容は、体を清潔に保ったり、体位を整えたり、トイレの介助をしたり、痛みを和
らげたりなどの「療養上の世話」はもちろんですが、重症患者の全身管理、人工呼吸器や
点滴・ドレーン類などの管理から検査や処置などの補助に入ることなどの「診療の補助」
を行う場面が多いのが特徴です。

　救急看護師の役割で最も重要なのは救急処置の実施です。心臓や呼吸が止まってしまった
患者さまへの救急蘇生処置や、出血を止める止血や包帯法、骨折時の処置などの応急処置が
あります。
　また、医師が行う様々な救急治療場面で、処置介助を行うことも多いのが特徴です。他に
は、救急医療チームが円滑に機能するように調整すること、救急医療物品を整えること、一
般の人たちに対する救命・救急処置の指導等の多岐にわたります。

17 期生　2013 年度 卒

～　戸田看の卒業生がいる心強さ　～

回復期リハビリテーション病棟看護師の主な仕事

　回復期リハビリテーション病棟の看護師は、患者様の在宅復帰を目標に日常生活動作
（ADL）の自立を支援します。主な仕事は、体温・血圧等の全身管理に加え、食事や排泄、
入浴の介助を通じた「生活リハビリ」の実践です。
　また、医師や医療技術支援部の皆さんと連携した退院調整や、家族への介護指導、
住宅環境の調整といった社会復帰支援も重要な役割です。

　やりがいは、歩行や食事など患者様の ADL（日常生活動作）が向上する過程を間近で
支え、回復していく喜びを共有できることです。急性期に比べ入院期間が長いため、一
人ひとりと深く向き合い、社会復帰に向けた信頼関係を築けるのも魅力です。
　また、多職種チームの一員として退院後の生活を具体的にイメージし、家屋調査や家
族指導を通じて「その人らしい暮らし」の再建に看護の視点で伴走できることが、心か
ら『この仕事を選んでよかった』と思える瞬間です。

　初めての急性期病棟は毎日が怒涛のようで、常に緊張
しています。学校で習ったことが目の前で次々と起こり、
正直ついていくのが精一杯です。
　そんな時、職場に同じ環境で学んできた先輩がいることで、
共通の話題を通じて相談や意見交換がしやすく、安心して
業務に取り組めます。休憩中などに学校の先生の話や懐か
しい思い出話ができるので、職場での緊張感も少し和らぎ
ます。
　また、病棟では先輩との面談を通して技術や知識の習得
状況を確認して頂けるため、自分に合ったペースで着実に
成長していくことができます。困った時にすぐ頼れる存在が
いるのは、本当に心強いです。

命の危機にある患者様の変化をいち早く捉え、
他職種と共有しチーム医療の中で回復へと繋げ
られることにあると思います。10 年という経験
を重ねた今、培った観察力や判断力を活かし、
患者様やご家族の不安に寄り添いながら回復の
過程を支えることに、看護師としての喜びや専門
職としての誇りを感じています。

28 期生　2025 年度 卒

19 期生　2015 年度 卒

28 期生　2025 年度 卒

　一分一秒を争う現場で、自分の判断やケアが
「命を救う」ことに直結する瞬間に最大のやり
がいを感じます。医師や仲間とのチームプレー
を通じて、緊迫した場面を乗り越え、患者様の
状態が安定したとき、また次も全力で向き合お
うと思えます。
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